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中層トロールに関する研究

V 実物網による海上実験について

小林喜一郎 井上直

(北海道大学水産学部水産機械学教室) (北海道大学水産学部漁法物理学教室〉

An Experiment on a Mid-Water Trawl 

V. Experiments on full sized mid-water trawl gear at田a

Kiichiro KOBA Y ASHI and Naoichi INOUE 

Abstract 

The fifth part of this article ∞ntinues the study on the utility of the experimental full scale 
mid-water trawl gear. This fishing gear∞nsists of the following main parts : 
1. Cotton twine net made in four different mesh sizes; it measured 18m in length， 43m in 
breadth and 7m in height of the mouth. 

2. Aerofoil type otter boards m伺 sured2m in Iength and 1m in height. 
3. Depressor宮givinga continuous downward thrust to the two lower wings and thus assisting in 
producing not only a maximum opening strain to the mouth of the trawI， but also in depr偲sing
the whole fishing gear against uprising of the net likely to be caused by fIow resistan低
4. Thirty-宮ixmm diameter manila twine towing warp， 2∞m in length. 
5. EJectric depth meter indicating the position of the net below the sea Ievel. 
Thisg，伺rwas tested near Otaru Bay. The pasition of the net， spread of the otter boads， 
tension of the warp， opening of the mouth， etc， were measured when towing speed was from 1 
knot to 2.5 knot. The results proved that this gear had a good stability， the net form being 
g∞d and the depr，飴sorsand otter boards heing effective; al50 it was pωsible to tow the net at 
any depth by adjusting the warp 1回gth.

I まえがき

中層トロールに関する研究は，前年度に引続き31年度も水産庁より農林識業応用研究費が与えられて，北

大水産学部と北海道水産試験場の協力のもとに進められた。即ち前年度の模窪鯛による試験結果を参考とし

て実際に糠惨を行う事の出来る大きさの網及びこれに附属するすべての漁具を試作し，昭和31年5月〈これ

を前期試験と秘す〉と12月(後期試験〉に余市近海に於て水産試験場の試験船第三探海丸 (511-:/1∞J馬力〉
により海上実験を行った。今回の実験は網成り，オッターボードの展開，デフ・レッサーの効果，操船操業等

の検討を主としたものである。倫12月雄冬のスケソーに対して漁獲試験を行う予定であったが，惑天候やそ

の他の事情で，これを実施することが出来なかった。

E 前期 E実験

(1) 漁異構造

前期試験に用いた源異の構造は Fig.1よaりFig.3までに示してある。却ち Fig.1は漁具全体で，網は綿

糸，網巾144尺，網丈60.尺，網口24.尺四方，手綱は尊子側が60.尺に対し沈子側は62尺となっている。これは

デプレッサーによる網ロ下側の展開に役立つ。網全体の重量はさき中で 135kg，浮子は硝子球で4寸18箇， 2 

寸5分71箇その淳カは 15kgであるが，これに対し沈子は60匁鉛玉151箇その沈降カは30.kgである。 Fig.2
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はオッターボードを示す。プライドル(重量10kg)とチエ-y(6kg)以外は木ー製で，下縁には28kgの

鋳鉄製の重鍾をつけ，縦の安定を保持した。その有効面積は1;3m2，水中重量は約40kgである。オッター

ボードが水流となす角度は350_400であったから，水中2ノヲトの速力では約56kgの展開力を生ずるもの

主考えられる。 Fig.3はデプレッサーを示す。厚み2mmの鋼板製ハート型翼板の上を木材で整形したもの

で，前縁には 14kgの鉛塊を封入して水中曳航時tこ適当な附角を生ぜしめると同時にデプレッサー自体の水
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中重量を略零に保つ如くした。その有効面積は 0.8m2，前縁より三分のーの点を4分2花gの鎖で吊下げた

ので，水中2ノットの曳航時にはt切5kgの沈降力を生ずる。曳網には1寸径マニラローフ・を片側200mずつ
準備した。

(2) 実験方法

実験はりーフ・の長さ30尊 (45m)と50零 (80m)とにつき次の3つ場合について実施した。

イ.デプレッザーをつけぬ場合

ロ.デプレッザーを 1箇網口の下縁中央部に装着した場合

ハ.デプレッサーを2箇各々袖網の前方の沈子綱に装着した場合

各場合につき船速，網の位置，オッターボードの開き，網口上下の聞き等を観察測定した。測定方法とし

ては別に小型のモーターボートを出し，これに50KCの携帯用魚探を取付け，網を追跡して記録せしめた。叉

網が海面近くに浮上すればボートから直接視視用硝子箱で観察する事が出来た。投網，揚網のI1演序は次の如

くである。船を徴速で風下に向けて進行させ，嚢網，身網，袖網，デフ・レッサー，オッターボードの順に投

入し.ワープを船尾のローラーにかける。ワープに印した長さのマーグを左右揃え乍ら延ばし，所要の長さ

にそろえば船の速度をあげて曳航する。揚網の際には船を停止し(船が小型であったのでプウへイ捲が出来

なかった〉船室前方のドラムでワープを捲きとる。オッターボードが海面に見えれば，両舷のローフ・を共に

右舷にまわし，船首のリギングで交互に揚げ，続いてデフ・レッサー，最後に網を揚げた。前期試験に於ては

船の設備改修が間に合わなかったため，このような操業方法をとった。

(3) 実験結果
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Fig.4に魚探に現われた記録及び計測された値を併記した。即ち (A)図はデプレッサーを装着しない時の

船速と網の位置を示す。左から右に船速を増すに従って網は前報l)で述べた如き淳上曲棋を画いて上昇し，

網ロも仕立24尺のものが6尺-12尺に狭くなっている。網の位置が水深10m位まで漂上するとモーターボー

トより観察する事が出来たが，オッターボードの展開は良好であった。 (B)図はデフ・レッサーを2筒袖網

前方の沈子綱につけた結果であるが，網口の位置が記録された。但し左端の記録はデプレッサーをつけぬ時

の網の位置を比較のため記録したものである。即ち船速2ノットで深さ10mの位置にあった網は.デプレッ

ザーをつけたために24-29mの位置まで沈み，網ロも約15尺位開いている。 (C)図はデプレッサー1箇を

網口下際につけた場合で，デプレッサー1箇分だけ沈降力を波じ.水中深度は約17mとなってあらわれてい

る。

(4) 結論

イ.試作せる網にデフ・レヲサーをつけない時はオ yターボードの利きは良好であったが.網口上下の聞き

がせま〈なれ旦速度の増加と共に網は漂上し2.4ノットで約7mまで苦手上した。

ロ.デプレッサーをつけるとその沈降カに応じて網は沈み，瓦網口上下の聞きも良好で速度増加による網

の浮上も少ない。

，、.デプレッザーをつけた場合のオッターボードの聞きが不足のように恩われたが量的には確められなか

った。

-.試験般の馬力が不足で速度が出ず，叉スト Yフ・捲のため湯網に時聞を要した。

ホ.オッターボードの空中重量が120kg近くあったため操業が困難であった。

E 後期蹴駿

後期試験は前期試験の結果を検討して漁具の構造や操業上の改良等を図って， 12月余市近海に於て，同船

によって実験を行った。改良した諸点の主なるものは次の如くである。

イ.網

浮子を硝子球の代りに硬質ピエーノL製勧錘型とし80筒淳力37kg.に増した。沈子は前のままであったので

投網後海上に苦手んで観察が容易であった。

ロ.オッターボード

前期試験では空中電量が大きく操業が困難であったのと，有効商積が不足の如く観ぜられたので.重量軽

裁のため鋼材アシグルの熔援を骨格とし，これにトタ yの外板をかぶせた翼型構造とし.巾2m，高1mで

有効面積は2m3，7](中重量は約50kgプライドルは4
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Fig. 5 Aerofoil type otter-board 

分ワイアロープとした。構造の大略はFig.5に示して

ある。展開カは2ノットで約120kgと概算された。

，、.電気深度計

前報で報告したるま日き電気深度計を網口の下際にと

りつけ，キャプタイアコードで船上に導き.網の位置

を船上で測定し得る如くした。

-.手綱

手綱の長さを2mに縮めた。これは網の展開状況を

観察するに使ならしめるためである。

ホ.操業方法

Fig.6に示す如き右舷側投網とした。そのため船首

尾にガロースを設け叉Pギシグも船首尾に設けて操業

に使ならしめた。投網は次の如くである。右舷に風を
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Fig. 6 Operation of the mid-water trawl 

うけ嗣を入れる。網の展開をまって.デプレッサー及びオッターボードを投入し同時に船は右偏綻徴速前進

し.船尾側のワープをのばし，船首側のオツターボードにE長カをかける如くすれば両側のオッダーボードは

展開す。鯛成りの安定後船首側のワーフ・をのばし，両ワーフ・を揃える。街オッターボードの開き角を測定す

るため船尾で両ワープをしばり合わせた。

へ.実験方法

ワーフ・の長さを叩， 50，剖， 100mの時の船逮，網の位置，オッター開度. ワープの張力6 ワーフ・の傾角

。
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Fig. 7 Relations between the warp lengthand the net position in鈴awater 
x. 1. 7 knot 0， 2.2 knot ・， 2.4knot 
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発動機回転数等を測定した。

(1) 試験結果

測定[ンた結果を整理すれば Table1の如くなる。叉以上の結果から各速度に於けるワープの長さと網の深

Table 1 Results of the test 

Warp length m 30 50 80 100 

…ムミ瓦~~~-~115 120 122.51両151201 一同玉川TiO113113
-一一戸ー可示|五五 1 13 1 18 1~I:五五両ム・m1 22 1 22

日記PF272U-u一言41出
2211オ

28

一|竺l九日:」|竺l285ræoi~γ
さとの関係を図示すれば Fig.7.叉ワープの長さとオッターボードの展開距離との関係を図示すれば Fig.8

の如くなる。

(m) 
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Fig. '8 Relations betw句 nthe warp length and' the distance of the two otter-boards 
x， 1.7 knot 0.2.2 knot ・， 2.4 knot 

(2) 結論

後期の試験は冬の百本海で波浪高く実験測定に非常な困難を感じたが，オッターボードの展開良好で，デ

フ・レッサーも予期した通りの効果があった。以下結論を述べれば次の如くである。

イ.前期試験に比しオフターボードは軽量になったために操作容易で展開も非常に良好であった。、

ロ.網の沈降は前回に比し少し減少した。これは漁具全体の重量を滋じたのとオッターボードの面積を広

げたためである。

ハ.オッターボードの剥きはりー7・を50ni以上伸ばした時に大きい。

ワープの長さを加滋する事により任意の深度で網を曳き得る。
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ホ.網に大きな援力がかかる。網口近くの袖網地が切断することがあった。

へ.魚種によってはより早い速度が必要であったが，船の馬力不足のためこれ以上の速度が望めなかっ

た。

ト.ワープの片側張力は船の動援が甚しかったため1E確ではなかったが片側平均 600kg(速度2-2.4ノ

ット〉である。
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